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韓
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セ

ミ

ナ

ー

聞

く

三
日、
東
京・
内
幸
町の
日
本
プ
レス
セ
ン
タ
ー
で
行

われた
日
韓
米
セ

ミ
ナ
ー

（
石
黒

柳同組問
影）

日
韓
米
の
国
際
政
治
専
門
家
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
「
レ
ー
ガ
ン
政権
舟泥
京
ア

ヲ
ア」
（
サ
ン
ケ
寸
新
聞、
フ
ヲ
サ
ン

ケ
イ
グ
ル
ー
プ
の
ディ
フェ
ン
ス・
イ

ン
フォ
メ
ー
シ
ョ
ン・
セ
ン
タ
ー
主

催）
は、
三
日
午
後一
時
か
ら
五
時
ま

で、
翠尽・
内需
町
の
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ト
で
行
わ
れ
た。
席
上、
レ
ー
ガ

ン
米
政
記
が
カ
l
タ
l
政
権
前
期
の
在

韓
米
軍
撤
退
計
画
ぞ完全
に
修
正
し
た

の
房ほ
じ
め、
米
中
Y三
大
国
の
動
向

か
ら
み
て、
朝
鮮
半島
を中、心
と
す
る

北
東
ア
ヲ
ア
の
今
後
の
安
全
保
隠
は
全

体
的
に
楽
観
的
に
み
る
こ
とが
で寄
る

と
い
う
点
で
ほ
ぼ一
致
を
み
た。
だ

が、
同
時
に、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
状

況
は、

今後
も9
あ
い
ま
い
さe
を
含

ん
で
お
り、
と
く
に北
朝
鮮
（
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国）
が
Y
連
に
接
近

す
る
か
ど
う
か
が
注
目
点
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た。

H
3
面に
寺
谷、
朴
両
教
授の
報
告

＠
要旨討議

に
は、
韓
国
側
か
ら
朴
奉
縞・

ソ
ウ
ル
大
教
授、
米
国
側
か
らユ
ン・

ファ
ン・
ジョ
！・
ア
ηJ
ゾ
ナ
州
立
大

教
授
（
媛
大
訪
問
教
授）
、
自
本
側
か

ら

神（Atd小一一・
慶
大
教
授、
中
間制
嶺
縫

－
東
京
外
語
大
教
授、
守
谷
弘
壬・
青

山
学
院
大
教
授、

塚本
勝一
・
サ
ン
ケ

イ
新
聞
客
員
論
説委
員が
出席、
柴
田

穏・
サ
ン
ケ
イ
新
聞コ
ラ
ムニ
ス
ト
が

コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
た。

討
議
で
は、
ま
ず
寺谷
教
授
か
ら

「
八
0
年
代に
お
け
る
総
合
安
全
保

障」、
朴
教
授
か
ら
「
同
盟
体
制
強
化

の
可
能
性
と
限
界
位」
の二
つ
の
レ
ポ

ー
ト
が
提
出
さ
れ、
こ
れ
に
基
づ
い
て

パ
ネ
ル・
ディ
ス
カッ
ショ
ン
が
行
わ

れ、
最
後
に
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た。

北
朝
鮮
と
ソ
速
の
接
近
に
つ
い
て

は、
「
北
朝
鮮
は、
こ
こ一
、
二
年
ソ

述
寄
り
に
な
りつ
つ
あ
る
兆
候
が
あ

る」
（
寺
谷
教
授）
、
「
北
朝
鮮
政
権

が
Y
連
の
ふ
とこ
ろ
に
飛
び
込
む
可
能

性
は
高い
と
は
い
え
な
い
が、
そ
の
可

能
性
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い。
ま

た、
こ
の
状
況
を
克
服
すベ
ぎ
だ」

（
朴教
授）
、
「
益
の
脅
威
に
対
し

て、
臼
米
聡
が
北
東
ア
ヲ
ア
の
安
全－

保
障
を
固
め
す
ぎ
る
と、
y一建
と
北一

朝鮮
が
接
近
し、
ニ
れ
が
南
北
の
自
主一

解
決
を
損
なっ
とい
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ一

る」
（
中
間
教
授）
な
ど
の
窓
見
が
出一

さ
れ
た。

一

レ
ー
ガ
ン
政
権
の朝
鮮
政
策
に
つ
い

て
は、
一位
斡
米
軍
時間
退
中
止
が
今
後
の

北
東
ア
ヲ
ア
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
重

要
な
意
味
を
持
つ
とい
う
評
価
が一
致

し
て
出
さ
れ
た。
そ
し
て、
「
レ
ー
ガ

ン
政
策
は、
基
本
的
に
は
（
在
粉
米
感

獄
選
中
止
決
定
以
後
の）
カ
！
タ
1
政

権
後
期
の
政
策
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の

で
あ
る」
（
神
谷
教
授）
、
「
米
国
の

韓
国
政
策
は、
北
朝
鮮
の
軍
事
矯
強
に

対
応
し
て
い
く
とい
う
も
の
で
は
な

く、

絡的
援
の
近
代
化
な
ど、
勝
国
の

，
防
衛
力e
の
強
化
に
重
点
が
あ
る」

（
塚
本
氏）
な
ど
の
窓
見
が
出
さ
れ

た。そ
し
て、
今
後
の北
東
ア
テ
ア
の
安

全
保
障
に
つ
い
て
は、
「
米中
ソ
な
ど

の
周
辺
大国
は、
今
後
い
っ
そ
う羽

鮮
半
島へ
の
関
心
を
低
め
て
ゆ
く
だ
ろ

う。
こ
れ
が
南
北
朝
鮮
の自
決
と
安
定

に
導
く
だ
ろ
ラ」
（
神
谷
教
授）
、

「
レ
ー
ガ
ン
政
策
は、
際
史
的
転
換
を

は
か
ろ
う一
い
う
も
の
で
な
い。
米
国

の
対
ソ
軍
事
力
の低
下
は
み
か
け
ほ
ど

の
も
の
で
な
く、
ま
た、
中
ソ
対
立
が

続
く
こ
と
そ
考
え
る
と、
北
東
ア
ヲ
ア

史「
後
の
安
全
保
障
は
楽
観
的
と
い
え

る」
（
ヲョ
I
教
授）
ー
な
ど
の見
通

し
が
諮
ら
れ
た。

ま
た、
日
本
の
立
場
に
つ
い
て
は、

私
は、
’レ押

する。
機由

する
が、
後

＆
クォ
lhH

Tる。
そ
し

と
語
り
か仲
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以
上
の情
勢
の中
の9
あ
い
ま
い
さe
一

を
認
識
し
つ
つ
政
策

を附量
に進
め
る一

べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
強
く
出
さ
れ
る一

と
同
時
に、
今
後
の
北
東
ア
ジ
ア
の
安一

全
保
障
を
安
定
化
する
た
め
に
「
日
本L

の
戦
力
問強
が必
要
で
あ
り、
日
本
は

滋
法
九
条、
非
核三
原
則、
G
N
P一

%
以
内
の防
衛
即日
な
ど
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
的
な
規
範
か
ら脱
すべ
き
時
代
が

き
て
い
る」
（
朴
教
授）
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た。

こ
の
ほ
か、
中
ソ
関
係
につ
い
て
は

「
中
間
内
政
の変
化
と
丙
側
仲間
国
と
の

経
済
関
係
を展
望
する
と
き、
中
ソ
関

係
が
改
善
さ
れ
る蓋
然
性
は
大
き
い」

（
中
嶋
教
授）
と
い
う
見
解
も
出
さ
れ

一
た。

【
川
中
子
真
編
集
委
員】
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